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１． 本論文の主旨 

1-1. 研究が目指す目標と事例研究の必要性 

この論文は、「万人のための教育（Education for All: EFA）」を阻害する要
因として、自然災害に着目し、そのリスクを低減するための防災教育を取り
あげている。そして、防災能力を高めるのは知識か、態度か、スキルか、公
平性の理解か、といった教育の目的や方法に関する先行研究の議論に対
して、実証研究から得た新たな知見を提供し、防災教育に関する研究に学
術的に貢献することを目標としている。 

2015 年に地震が発生したネパールの調査地において、伝統的な防災教
育に加えて、新たに社会経済的脆弱性や公平性の理解を深める防災教育
をおこなうことによって、防災教育とは、知識の習得か、姿勢の涵養か、公
平性の理解か、といった先行研究の議論に対して、事例研究を用いながら、
新たな知見を提供している。 

1-2. 研究の目的とリサーチ・クエスチョン 

上記の研究の目標を目指して、事例研究を用いながら、次の３つの研究
の目的を達成しようとしている。 

（１）自然災害により強調される伝統的な EFAの阻害要因は何か、新たに発
現する要因は何なのかを明らかにすること。 

（２）調査地における児童とコミュニティのレジリエンスを高めるために必要な
教育援助アプローチは何かを明らかにすること。 

（３）社会経済的脆弱性や公平性の理解を深める防災教育は、調査地にお
けるレジリエンスにどのような変化をもたらすのかを明らかにすること。 

そして、以上のような研究目的を達成するために、次のようなリサーチク
エスチョンを問うている。 

（１）なぜ生徒たちは地震のあと学校へ行けなくなったのか。具体的には、
地震により強調された伝統的な EFA 阻害要因は何か。地震により新たに発
現した要因は何か。 

（２）どのような教育援助が調査地における EFA 達成に必要なのか。具体的
には、なぜ学校によって自然災害レジリエンスに違いがあったのか。どのよ
うな援助アプローチが調査地におけるレジリエンスを高めるのか。 

（３）『子どものための仙台防災枠組み』を実装した防災教育によって生徒の
防災意識はどのように変化するのか。具体的には、知識・態度・スキル・公
平性の理解はどう変化するのか。防災に対する姿勢や主体性、想定外へ
の対応はどう変化するのか。 

1-3. 研究の方法と手続き 

国際ロータリーの援助事例を活用して実証研究をおこない、リサーチ・ク
エスチョンに答えるために、次の方法と手続きをとっている。 

第１に、質問票調査を実施している。生徒の社会経済的状況と災害リスク、
被災状況、防災教育について、３校の児童を対象とした。また、10 校にて
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KAP（knowledge, attitude, practice）調査をおこない、防災教育の効果を測
定した。 

第２に、PCM（project cycle management）ワークショップを実施している。
「なぜ就学を続けられないのか」を中心問題にとりあげ、国際ロータリーが援
助している対象校において、地震前後に PCM ワークショップを実施した。 

第３に、インタビュー調査を実施している。教育関係者を対象として、調
査地の就学阻害要因や復旧・復興活動について、INEE（Inter-Agency 

Network for Education in Emergencies）が推奨する緊急時の教育最低基準
に沿って、半構造化面接をおこなった。 

最後に、収集されたデータを分析している。質問票調査データの多変量
解析、PCM ワークショップの問題分析、インタビュー記録のテキストマイニン
グによる主題分析をおこなった。 

1-4. リサーチ・クエスチョンへの回答と研究の意義 

（１）地震後の就学阻害要因については、女子の若すぎる結婚が強調され
たこと、復興特需に巻き込まれた児童労働が顕在化したことを明らかにして
いる。 

（２）EFA 達成に必要な援助アプローチについては、住民の関わりが深い学
校ほどレジリエンスが高いこと、多様な環境に生きる生徒に対応した防災教
育の必要性を明らかにしている。 

（３）『子どものための仙台防災枠組み』を実装した効果については、公平性
の理解は他者指向性を高め、備える態度が涵養されたこと、予期せぬ状況
変化に自ら考えて行動する主体性を高めたことを明らかにしている。 

 

２． 本論文の構成と概要 

第1章 「序論」は、研究が目指す目標と、事例を使った研究の目的を示している。
また、先行研究をレビューしている。そして、応用したモデルやアプローチ
を提示し、援助フレームワークを創案している。さらに、調査地と手法を説
明した。 

第2章 「自然災害による就学阻害要因の変化（研究１）」では、地震によって強調
された、伝統的就学阻害要因や、新たに発現した就学阻害要因を示して
いる。 

第3章 「援助アプローチと調査地の自然災害レジリエンス（研究２）」では、どのよう
な援助アプローチが自然災害へのレジリエンスを高めるのかを考察してい
る。 

第4章 「子どもの安全保障の視点に立脚した防災教育の効果（研究３）」では、
『子どものための仙台防災枠組み』を実装して、外部機関がエージェン
シーとして関わったときの効果を示している。 

第5章 「結論」では、研究結果をまとめたほか、国際ロータリーへの提言を付記し
ている。 
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３． 口述試験での質疑応答 

本論文審査委員会は、申請者から提出された学位請求論文を査読し、2022 

年 4 月 15 日に約 2 時間にわたり口述試験を実施した。主たる論点は以下のと
おりである。 

• 論文全体の構成が分かりにくいため、再構成する必要がある。とくに、先行
研究のレビューを最初に一括しておこなうこと。 

• それぞれの章とその下の節のはじめに、何を論じようとしているのかを整理
しておくと分かりやすくなる。 

• 事例を用いた実証研究によって、先行研究レビューのなかで示された論
点のどこへ学術的な貢献があるか、明確にすること。 

• 就学阻害要因についての議論が２つの章（第２章と第３章）に分けられて
いるが、１つの章（修正後は第２章）にまとめた方が良い。 

• 第４章（修正後は第３章）において、異なる調査アプローチをそれぞれ別
の節に分けて、議論を整理し直すこと。 

• 国際ロータリーへの提言は、研究結果を踏まえての考察として位置づける
と良い。 

口述試験では、指摘や質問に関して適切に回答が示され、修正すべき点につ
いては、最終提出までに適切に修正することとなった。後日、審査委員会は、修
正意見に対する対応表とともに、修正が適切になされていることを確認した。 

 

４． 評価と審査結果 

以上のように、本論文では、「万人のための教育（EFA）」を阻害する要因として、
自然災害に着目し、そのリスクを低減するための防災教育について、ネパールを
事例として実証的な研究をおこなった。 

ネパールを何度も訪問し、現地において関係者の信頼を得ながら、フィールド
調査を進めた。とくに、『子どものための仙台防災枠組み』を実装した防災教育の
効果を測定しようとしたことは、本論文の独創的な点であり、困難な研究を成し遂
げたことから得られた貴重な成果が盛られている。 

口述試験の内容を踏まえ、論文に関して慎重かつ総合的に審査を行なった結
果、博士学位請求論文としての水準を十分満たしているものと判断し、これを受
理することに全委員が合意した。 
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